
CBT方式のポイント スケジュール 日本語教育能力日本語教育能力
検定試験検定試験（CBT）（CBT）

※国家資格としての登録日本語教員のための試験ではありません。

※詳細については、出願サイトにてお知らせいたします。
★試験当日の流れ

●日本語教育能力検定試験に関するお問合せ

※画像はイメージです。

令和8年度より
CBT方式に
移行します！

受験機会が拡大されます！ 試験会場が増えます！
・�予約可能な日時の中から、	 �
都合の良い日時が選択可能。
・�一定期間を空ければ、	 �
年に複数回受験可能。

・�予約可能な会場の中から、	 �
都合の良い会場が選択可能。
・�全国47都道府県で実施。

試 験 日：令和8年12月1日 火  ～※年間を通して試験を実施
出願期間：令和8年10月5日 月  ～※原則、試験日の60日前から受付開始
試験会場：�全国47都道府県に設置されている� �

プロメトリックテストセンター
受 験 料：13,000円（税込）
受験資格：制限はありません。どなたでも受験できます。
出願方法：�オンライン出願	 �

※�詳細は日本語教育能力検定試験のサイト� �
（https://www.jees.or.jp/jltct/）にてお知らせします。

後援：�文部科学省／公益社団法人 日本語教育学会／大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所／
独立行政法人 国際交流基金／一般財団法人 日本語教育振興協会／公益社団法人 国際日本語普及協会

　令和 8 年度より、CBT（Computer Based Testing）方式
で実施します。試験会場に設置されたパソコンを使用しますの
で、機材の準備は不要です。
※筆記方式での実施はありません。

　本試験は年に 1 回の実施でしたが、CBT方式では年間
を通して試験を実施します。予約可能な日時の中から、ご
都合の良い日時をお選びいただけます。
　また、一定期間を空けることで、年に複数回受験するこ
とが可能です。（次の受験は受験日の翌日から起算して
150日目以降（土日祝日を含む。））

　CBT方式への移行に伴い、試験の構成を見直しました。
※出題範囲の変更はありません。

※測定内容に変更はありません。
※全て多肢選択式問題です。
※記述式問題は出題されません。

受験機会が増えます！

試験の構成が変わります！

　試験会場は47都道府県に設置されています。予約可能
な会場の中から、ご希望の会場を自由に選択することが可
能です。
※予約は先着順のため、ご希望に沿えない場合があります。
※�会場ごとに予約可能な日が異なりますので、ご注意ください。

試験会場が増えます！

科目 解答
時間 配点 測定内容

試験1 90分 100点
原則として、出題範囲の区分ごとの設
問により、日本語教育の実践につなが
る基礎的な知識を測定する。

試験2 約100分 80点

原則として、出題範囲の区分横断的な
設問により、熟練した日本語教師の有
する現場対応能力につながる基礎的な
問題解決能力を測定する。
音声媒体による出題形式においては試験
1で求められる基礎的な知識も測定する。

令和7年度まで
（筆記方式） 試験Ⅰ 試験Ⅲ試験Ⅱ

令和8年度から
（CBT方式） 試験 1 試験 2

統合

出願開始日
令和 8 年10月 5 日（月）～

　　 出願は出願サイトにて随時受付予定です。

　　 ※�出願方法の詳細については、本協会ホームページにて� �
お知らせいたします。

　　 ※原則、試験日の60日前から受付開始となります。

★出願の流れ

試験配信開始日
令和 8 年12月 1 日（火）～

　　配信開始日以降は、通年で試験を実施いたします。

　　※祝日・年末年始休業を除きます。
　　※システムメンテナンス期間は出願・受験を停止します。

ID
作成

予約
完了

受験料
支払い

日時
・
会場
選択

①来場・受付
試験会場での受付が必要です。必ず受付時間内に受付をしてく
ださい。
受付では本人確認を行います。有効な本人確認書類を必ずお持
ちください。

②入室・受験
試験監督員の指示に従って、試験室に入室し、指定された座席
で受験してください。
問題の表示と解答は、会場に設置されたパソコンを使用します。

③試験結果通知
試験結果は受験後1か月以内（予定）に文書で通知します。

公益財団法人　日本国際教育支援協会
日本語試験センター　試験運営課　検定試験係
電話：�03-5454-5215� �

（土日祝日年末年始を除く　9：00～17：30）
URL：https://www.jees.or.jp/jltct/

公益財団法人　日本国際教育支援協会
TEL 03-5454-5215

https://www.jees.or.jp/

JAPANESE LANGUAGE TEACHING COMPETENCY TEST

日本語教育に携わる方に必要とされる
基礎的な知識・能力を検定する試験です。

日本語学校・企業・地域・海外・ボランティアなど
日本語を教える様々な場面で広く活用されています。
注）国家資格としての登録日本語教員のための試験ではありません。
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　現職の学校教員・日本語教員（19％）の他にも、�
会社員・主婦/主夫・退職者が55％を占めており、�
様々な職業の方が受験しています。

　日本語学校以外の教育現場で日本語を教えることを目
的とした受験が全体の44％を占めています。
　また、「雇用継続」「待遇向上」「ブラッシュアップ」
を目的とした受験が22％を占め、自身の実力を顕示す
るためにも利用されています。

受験
目的

日本語教育能力検定試験とは 合格後の活用方法

「必須の教育内容」に準じた出題範囲

令和 7 年度受験者データ
（全科目受験者）　日本語教育能力検定試験は、文部科学省の要請によ

り、外国人に日本語を教える日本語教師の資質の向上を
主たる目的として昭和62年度に創設され、令和 7年度
までに約 5 万人の合格者を輩出してきました。令和 8
年度からはCBT方式で試験を実施します。試験の目的、
水準、出題範囲に変更はありません。
　日本語教育の実践につながる体系的な知識が基礎的な
水準に達しているかどうか、状況に応じてそれらの知識
を関連づけ多様な現場に対応する能力が基礎的な水準に
達しているかどうかを検定する試験として、引き続き実
施します。
　これから日本語教師を目指す方はもちろん、地域の日
本語教育に携わるボランティアの方、外国人従業員と仕
事をする会社員の方や、日本語を教えている小中学校教
員の方にもご活用いただけます。
※�国家資格としての登録日本語教員のための試験ではあ
りません。

　日本語教育能力検定試験は、様々な場所で日本語を
教えるニーズに対応しており、多種多様な立場の方に
ご活用いただいています。
　合格者対象アンケートより、日本語教育能力検定試
験の合格後の活用方法について、一部ご紹介します。

受験資格
　制限はありません。どなたでも受験できます。

どなたでもチャレンジできる試験です！

職業

様々なニーズに対応しています！

　「必須の教育内容」とは、文化庁が「日本語教育人材
の在り方について（報告）改訂版」（平成31年）におい
て、日本語教師の養成における教育内容として示したも
のです。なお、国家資格としての登録日本語教員のため
の試験の出題範囲もこれに準じています。
※�CBT方式への移行に伴う変更はありません。� �
詳細については、本協会ホームページでご確認ください。

【出題範囲】

地域での日本語教育のために
・市の日本語教室でボランティアとして日本語教師をする� �
ため。	 （50代、主婦/主夫）

・地域の国際交流センターでボランティアをするため。� �
	 （50代、学校教員）

・自治体の日本語指導講師に登録するため。� �
	 （40代、主婦/主夫）

・市の適応指導員として理解を深めたい。� �
	 （50代、会社員）

海外での活躍のために
・海外の日本語学校もしくはオンラインで日本語	
指導をしたい。	 （30代、会社員）

・日本語パートナーズ事業の派遣時に活用したい。� �
※国際交流基金の派遣事業	 （60代、主婦/主夫）
・JICA海外協力隊として派遣されたい。� �
※国際協力機構の派遣事業	 （20代、大学生）

企業内での日本語教育のために
・企業内の外国人向けの日本語教育を行いたい。��
	 （20代、主婦/主夫）

・社内の海外人材に日本語を教えることで、社内のコミュニ
ケーションを改善したい。	 （60代、その他）

小・中・高校での日本語教育のために
・在籍校での外国人生徒の取り出し授業の改善に	
役立てたい。	 （40代、学校教員）

・合格すると公立学校採用試験での加点措置の対象となる	
ため。	 （20代、大学生）	�
※自治体によって取り扱いが異なります。
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